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1.目的と方法
ヨーロッパ諸国による植民地経営は,直接統治
と間接統治とに大別 して考えられるのが常である.
イギリスの統治に代表される間接統治は,伝統的
にかなり強力な中央集権的政治機構をもっていた
人々の間では,概 して有効だったものの,伝統的
に中央集権的な機構をもっていなかった人々の間
では必ず しも成功せず,植民地政府によって新た
に導入された行政首長制は有効に機能 しなかった,
と言われている.この見解は,歴史学者,経済史
学者,政治学者等によって広 く支持され,政治人
類学の分野でも,繰 り返 し表明されてきた.ここ
では,2人の人類学者の所説を引用する.
イギリスの間接統治の行政々策は,外国を統
治するのに,経済的で思いや りのあるや り方に
うったえるため,原住民の政治制度を保存 しよ
うとして取られたものだが,それが完全に成功
したのは,原住民の支配者が,すでに相当の強
制力をもってt､た国々だけに限ぢれていた.そ
の他の所で民衆の信頼をうけているように見え
たため,その職能を認められた首長たちは,上
は植民地政府,下は民衆の間にはさまって粉々
にされた
現地に首長がいない場合,西洋の政府は,親
族集団や宗教的集会に対する忠誠心をっかむこ
とができないので,活動させる機構をもたない
わけである.そこで,政府が,現住民の首長を
任命すると,こういう首長は,民衆の合意によ
って拘束されることがなく,自分の地位を悪用
して,仲間から搾取するような人間になったこ
とが多い.そのうえ,こういう首長は,現地に
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おける互いに交叉 した連結関係から浮上ってお
り,植民地政府の手先 とみなされた.一九二九
年のイボ族- そ しておそらく現在のキクユ族
〔東アフリカのケニアにおける農耕民〕- の
場合のように,こういう首長たちこそ,最初の
襲撃 目標になったのである.2)
植民地化された当時,ケニアのキブシギス族の
政治構造は,キクユ族と同様,年齢組体系が個人
の社会的な地位と役割とそれに基づく社会行為を
決定する基本的な準拠枠 となっていた.だがキク
ユ族では氏族が固有の領土をもっていたのに対 し
て,キブシギス族では多数の小さな氏族が分立 し
て,それぞれの氏族のメンバーは部族の領土全体
に拡散 しており, さまざまな氏族の人々が自由に
入 り混って住んでいた.また,同じく年齢組体系
を重要な社会統治の原理とするスーダンのヌア族
では,その政治構造には,仮構的な父系系譜上の
分節の融合 と分裂に基づく, リ二イジの分節化原
理が見出せるが,3)キ70シギス族の政治構造には,
部族全体を貫くほどのリニイジ分節は見られず,
人々は,多くの氏族のうちでもごく親 しい隣人の
氏族をいくつか聞き知っているだけであった.こ
のように,キブシギス族の社会は中央集権的な社
会ではなく,他方,本来の意味での分節社会でも
なく,年齢組体系が社会統合の中心的な核 となっ
ており,部族の政治構造全体に占めるその重要さ
は,キクユ族はもとより,ヌア族 と比べてもはる
かに大きかった.
キブシギス族は,戦闘,近隣集団の長老会議と
紛争の調停,イニシエーション諸儀礼などの特定
の状況に限って非日常的な権威をもついくつかの
タイプの指導者を,それらの役職を担当すべく慣
習法が規定 している年齢階梯にある年齢組から選
任 した.だが,イギリス植民地政府が行政首長制
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を導入 したときに,キブシギス族が候補者として
自ら推薦 したのはこれらの伝統的な指導者ではな
く,後述するように,もっと ｢重要でない｣人々
であったと言われている.
先に触れた,間接統治の成功 ･不成功に関する
一般的な見解からすれば,きわめて悲観的な状況
にあったはずのキブシギス族の間で,行政首長制
が比較的円滑に受け入れられ,かなり有効に機能
し,やがてキブシギス族がケニアにおける近代化
の ｢ショー ･トライブ｣4)とさえ見なされるよう
になるのである.これはいったいどのような理由
によるのだろうか.
この理由を十分納得のゆくように解明するため
には,キブシギス族の伝統的な政治構造とその植
民地化以後の変化の実態を,綿密に,実証的に記
述分析 しなければならないのは言うまでもない.
しかしながら,それがこの論文の直接の目的では
ない.私は,ここでは,上の理由の一半を,伝統
的であれ近代的であれ,キブシギス族の指導者た
ちがもっている権威のあり方の特性である境界性
に求め,それをシンボリズムの側面から, ｢超人
的な力としての言葉｣と言う観念とのかかわりに
おいて論究 してみたいのである.それによって,
非中央集権的でかつ非分節的なキ70シギス族の社
会における指導者とその権威の構造を一層明確に
把握することが本論の目的である.
すなわち,私の論点は次のように要約できよう.
1) キブシギス族の間で行政首長に任命された
人々は,本当に取るに足 りない人々だったの
だろうか.またはたして,彼等は ｢民衆の合
意によって拘束されることがなく｣, キブシ
ギス族の政治構造において, ｢互いに交叉 し
た連結関係から浮き上っていた｣のであろう
か.
2)逆に,伝統的な指導者たちは部族の中心的
価値の体現者として,植民地期の行政首長た
ちとは対照的に,安定 した権威 と尊敬を得て
いたのだろうか.
3)むしろ,行政首長と伝統的な指導者たちと
の間に,部族の政治構造上の位置に関して,
本質的な共通性が存在するのではあるまいか.
4)その共通性は,言葉という超人的な力の操
作者 としての,社会的正義に関する両義性と,
社会的存在としての境界性に根差すものでは
ないだろうか.
以下,この方向仁沿って,筆者自身の現地調査
の資料を中心にし,他の研究者の論文を参考にし
て論究するヲ)
2.キブシギス族- 歴史的背景と政治構造の概
略
キブシギス族は,パラ-ナイル語系に属するカ
レンジン諸族 (人口約 165万人, 1979年 )中最
大の部族で,人口は約 60万人に達するものと推
定される?)'1ニアのリフト･バL,-州と,西部州LITl
のエルゴン山麓に住むカレンジン諸族の中でも最
も南に位置する部族で, リフト･バレー州のケリ
チョ県を中心に,ほぼ標高 1,600-2,100m程の
高原地帯に住んでいる.植民地化以前は,シコク
ビェやモロコシの粗放な移動耕作も行なう移動牧
畜民として,午,山羊,羊を飼養したが,植民地化に
伴い定住化 した.現在では,生計の半ばをトウモ
ロコシや茶,除虫菊などの栽培に依存 しているが,
牛牧民を強く自認 し, 牛複合文化 を維持 してい
る7)
おそらく,17世紀初めにバリンゴ湖あたりから
南下し,17世紀中葉に現住地ケリチョ県の北端あ
た りに達 し, しばらくマウの竹林地帯に潜伏 して
生活 した後,18世紀初頭に再び南下を始め,バン
トウ語系のブシイ族,ナイル語系のルオ族,パラ
-ナイル語系のマサイ族と小規模の戦闘を繰 り返
しながら,19世紀末までにはほぼ現住地にあたる
地域を占有 し,この過程で降伏 したブシイ族を編
入 したり,先住の狩猟採集民である ンドロボ族の
小集団を吸収 しながら拡大を続け,人口も数万人
に達 していたと考えられる.
次に,この論文に関係する範囲での政治構造の
概略をまず述べておこう.植民地化前後のキブシ
ギス族の日常生活の基盤は,現在と同様に,諸々
の氏族の人々からなる,コクウェットと呼ばれる
近隣組緯だった.近隣組織は10数戸から100戸
程の小家族で構成され,集落を作らず,家屋は各
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戸が占有する農地の中に建てられた.当時,近隣
組織は,今日とは異なり,部族の広い領土に点々
と散在 していた.
年齢組は10年から20年程の間隔で形成され,
それぞれが固定した特定の名称をもち,その名称
は循環して8組日ごとに再び現われる.年齢階梯
は,少年,戦士,長老に分かれる.少年階梯の者
は,まだ年齢組に加入しておらず,新 しく形成さ
れた年齢組が戦士階梯を占め,退役 した年齢組は,
すべてが長老階梯に属する.戦士階梯にある年齢
組の主要な社会的役割は,近隣組緑からかなり離
れた所にある部族共有の放牧地に作られた近隣組
織ごとの牛囲いに寝泊りして,近隣組織の牛を飼
養すること,近隣組織の人々やその財産を野獣や
敵の襲撃から守ること,それに,他部族を襲撃 し
て家畜を略奪するとともに領土を拡大することで
あった.女たちは近隣組織にあって農耕 し,山羊
や羊は,子供たちが近隣組織の領域の集辺で放牧
した.戦士たちの住む牛囲いから,牛の乳や血を
毎日もち帰るのは少女たちの仕事だった.
戦士たちは,各近隣組織ごとに小隊を作 り,｢戦
士の リー ダー(kit,tabatap murenik)と呼ばれ
る指導者の指揮下におかれた.この近隣組織ごと
の小隊が防衛の単位であり,防衛についてはこれ
以上の大きな組織化はみられなかった.他部族を
襲撃する場合に特,はるかに大き窺 槙の組織化
がみられた.近接するいくつかの近隣組織の小隊
が連合して中隊を作 り,この中隊は, ｢軍団のリ
ーダー｣(kit,taiyataf,boriosieh)が指揮 をと
った.軍団の リー ダーの名は広く部族全体に知ら
れ,中隊は彼の名を冠して ｢誰某の中隊｣と呼ば
れた.
こうした中隊は/-､キブシギス族の当時の領土を
地形的に三分する ｢大地域｣(emet)ごとに,｢軍
団の大 リー ダー｣(kiptaわ,a了neonebobom'oI
siek)の下に統轄されていた.三つの大地域の軍
団の大 リー ダー等に号令を発する,より高位の戦
闘の リー ダーは,通常は存在しなかった.
戦士たちは,主として隊列の前衛と後衛を勤め
る部隊 (ng'oimetietとoldimdo)を構成 した.
隊列の中程に位置し, 略奪 を専門とする部隊
(biTtich)には,すでに長老階梯に退いた年齢
組の者や,大きな戦役では年長の少年達も参加し
た.
｢戦士のリーダー｣には戦士階梯にある年齢組
の者が選ばれることも稀にはあったけれども,多
くは長老階梯に属する者が選ばれた. ｢軍団のリ
ーダー｣と ｢軍団の大 リー ダー｣には,常に長老
階梯にある人物が選任された.軍団の大 リー ダー
は,身体が衰えて参戦できなくなると,半ば自動
的に ｢調停役｣または ｢助言的裁定者｣(kirw0-
gin滋t)8)と訳せる役職につくのが普通だった.
助言的裁定者は,各 レグェルの戦闘の リー ダーた
ちとは異なり,任務をその範囲で遂行すべき特定
の地域をもたず, 求められて各地の近隣組織を訪
れ,その長老会議の席で調停役を果たすのが彼の
主要な政治的機能だった.
各 レグェルの戦闘の リー ダーは,戦時には,戟
士に体罰を加えることさえできるほどの強力な統
制力を振ったけれども,それは厳密に戦時に限定
されていた.日常生活では,今日と同様に,近隣
組織が基本的な社会単位であり,成人男子全員で
構成される長老会議をもち,部族の法的機能を代
表した.長老会議では,近隣組織の運営,ある家
族の不幸の原因,災害の原因の究明とその対策な
ど,あらゆる事柄が論じられたが,いわば近隣裁
判の性格も併せもっており,個人間や家族間の紛
争の調停は,きわめて重要な機能だった. ｢戦士
のリーダー｣は,老齢のために参戦できなくなる
と,退いて, ｢近隣組織の リー ダー｣(ki,taiya-
tai)kokwet)または ｢近隣組織の長老｣(boiyo-
tapkokwet)と呼ばれる役職につくことが多か
った.近隣組織の長老たちは,紛争を長老会議に
かける以前に調停に努め,示談に持ち込むことに
腐心 し,長い時間を費す.彼等は,長老会議でも,
進行役であるとともに調停者である.キブシギス
族の長老会議における裁判は,係争が個人間また
は家族間の係争に留まり,ほとんど氏族間の力学
的関係が介在 しない点を大きな特徴とする.これ
は,氏族が小さく分離し,広大な領域に拡散して
住んでおり,氏族ではなく近隣組織が人々の日常
的協働の実質的な基盤になっているためであると
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言える.長老会議で紛糾が続いたり,二つ以上の
近隣組織が紛争にかかわりをもった場合には,関
係する近隣組織の外部から,一人または複数の助
言的裁定者が長老会議に招かれた.長老会議の裁
定が下ると,犠牲獣の共食またはビールの共飲が
行なわれ,以後一切異議申し立ては許されず,あ
えてこの桂に反 した者は, ｢本性にもとる行為｣
をする者と見なされ,まるで妖術者のように忌み
嫌われた.
キブシギス族の各種の リー ダーたちには,特定
の役職と役職名があったけれども,彼等の権威は
生活の特定の場面に限られていて,日常生活全般
に及ぶものではなかった.彼等は,ほとんど報酬
を受けず,服装にも,財産にも,他の人々と大き
な差違は認められなかった.J.G.ペリステイア二
イによると,他の人々とかなり明確に異なる表徴
をもっていた唯一の存在は, ｢助言的裁定者｣で
ある.彼は手にワイルデビーストの尻尾(saruriat)
で作った払子 (saγuriat)をもっていたので, 別
称を ｢払子持ち｣(kit,saruriat)とも呼んだと言
ラ.9)しかし,これが実際であったとしても,必ず
Lも重大な差違であるとは言えない
10)
3.超人的な力としての言葉
キブシギス族の戦闘の リー ダーは,一切,門地
や家柄によらず,個人の能力と業績に基づいて選
ばれた. リー ダーたる資質は,勇猛であることと,
能弁であることだった.中でも,人々を説得 し,
自らの意見に従わせる能力こそが, リー ダーたる
に最も大切な資質だったのである.このような考
え方の背景には,言葉 (ng'alek)を,それを操る
人物を超えた独自の論理をそなえた力と見る,キ
ブシギス族の言語観がある.そこで,キブシギス
族の指導者の属性を理解するために,まず,彼等
の言語観を概観 しておく必要がある.
キブシギス族の世界観では,柿,祖霊,妖節を
初めとして,さまざまな超人的な力の実在が信 じ
られている.ll)言葉もその一つであり,呪乱 ←宣
誓｣,祝福,祈願などの行為の背景で働いている
力である.
E.デュルケムによって初めて提唱されて以来,
人類学で広 く支持されている考え方に従えば,言
葉 とは,個人に所与のものとして先行 し,個人の
心理に外在 し,個人に重 くのしかかって拘束 し,
それ自体を発現させるべく個人を強制する集合表
徴の代表的なものであり,それ故に,個人を超え
て存在し,生物学的な種 としてのヒトである個人
を社会的存在としての人間たらしめる超人的な力
であると言 うことができる.しかし,今私がここ
で問題にしているのは,調査者や研究者の側から
見た,言語の分析的な超人的側面ではない.今こ
こで重要なのは,キブシギス族自体が,言葉を,
それを使用する個人を超越 した独自の力として認
めており,また言葉がその発話者や発話が志向さ
れた対象を,`彼等の意志を超えて支配する力であ一写叫
るとする観念をもっていると言う事実である.
まず,キブシギス族は,言葉を換る能力が人間
に特有のものであり,この能力こそが人間を人間
たらしめると考えている.この能力は魂の観念に
結びついている.人間も動物も等 しく生命をもっ
ているけれども,動物は魂をもたない.動物が言
葉を用いないこと,就中,名前でお互いを呼び合
わないことがその具体的な証拠だと考えられてい
る.彼等は,魂は肉体の死によって肉体を離れて
祖霊になるが,祖霊はやがて再び同性の子孫であ
る新生児の肉体に入 り込んで,その子供の魂 とな
るという観念をもっている.この観念は,新生児
に入 り込んだと同定された祖霊の名前がその新生
児に与えられる慣行と並行関係にある.すなわち,
新生児の誕生 と同時に,家族の女性たちが,祖先
の名前を次々に呼びあげていく.赤ん坊の最初の
くしゃみは,入 り込んだ祖霊からの応答とされ,
そのときに名を呼ばれていた祖霊の名前が新生児
の ｢祖霊名｣になる.この赤ん坊は,人々から,
その祖霊名か,その祖霊との相互関係にふさわし
い呼称で, ｢オトウサン｣, ｢オカアサン｣などと呼ば
れる.この慣行の社会的機能が,祖霊の存在が子
孫たちの記憶の中に生き続けていることを常に示
すことによって,気紛れに子孫を不幸に陥れては7モヲJレ
彼等の関心を引こうとする非道徳的な存在である
祖霊を慰撫 し,さらには,常に祖先に言及するこ
とで家族や氏族の統合と団結を強化することにあ
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ることは,すでに他で述べた.12)言葉は,このよ
うにヒトを人間たらしめる力であると同時に,こ
の世に生きている世代とすでにこの世を去って祖
霊界にある世代とを交流させる力とも考えられて
いるのである.
強力な超人的な力であるが故に,言葉は畏怖さ
れてもいる.言葉は,一旦人間の口から発せられ
ると,発せられた形式に従って,発話者の意志を
超えて,自らその内容を実現させてしまうから,
言葉は常に適切な仕方で慎重に用いられなければ
ならない.その用い方を誤った者は,人々から
蔑まれ,恐れられ,憎まれることになる.
謎々遊び (tang'ochik)は,言葉を弄ぶ遊びだ
が,成人した者は,けっして謎々を口にしてはな
らない.大人が謎々を口にすることは,人間のカ
テゴリー を混乱させる,尋常でない,危険な行為
である.成人後も謎々を口にしたり,謎々に類す
る論理を弄ぶ者,適切な口の利き方をわきまえな
い者は, ｢謎々者｣(kiptang'oian)と呼ばれ,
人々からうとまれる.児戯に類する行為をする者
もまた ←謎々者｣として分類される.13)
歌も,子供と大人とでは対照的なマナーで歌わ
れなければならない.子供は一番高い声で,成人
は押し殺 した最 も低い声で歌わなければならない.
たとえ子供の無邪気な行為であっても,発話の
適切な形式を守 らなければ,恐ろし兄､結果を招い
てしまう.いく人もの子供たちに恵まれながら,
息子か娘か,どちらか一方の性の子供たちしか育
たず,もう一方の性の子供が生まれても次々に死
んでしまうような人物の場合,その人物が幼いと
きに, ｢大人になっても,娘 (息子 )なんかいら
ないやい｣などと小生意気なことを言ったことが,
まず最初に,その不幸の原因として疑われ,確認
の労がとられるのである.子供が大人びた′ト生意
気なロの利き方をするのは,人間のカテゴリーを
混乱させる,言葉-の不適切な働 きかけ方であ
る14)
言葉は,単に発せられた内容を実現するばかり
でなく,ある特定の発話形式をもってすれば,莱
話者が発話 した心理の底に抱いている- あるい
は,発話者自身が, しかとそれと気付いていない
- 秘かな破壊的な願望の内容すら実現してしま
うと考えられている.他人の子供や牛や作物の美
しさや,大きさ,豊富さに言及することや,病人
に回復を請け合 うのは忌むべき行為だ.そうする
のは,秘かな嫉妬の現われであり,言及された子
供,午,病人の死や作物の枯死を引き起さずには
すまないとされる.この行為はモンセットあるい
はマニセットという特定のカテゴリーに分類され
ている.
モンセットは,発話の別の-形式である祝福と
の間にある種の相補性をもっている.祝福は,ま
だ実現 していないか,実現 しつつある状態に言及
して,それを実現させようとする発話形式である.
一方,モンセッ トは実現 しつつあるか,すでに
(一部 )実現 している状態に言及 して,それを無
に帰す発話形式である15)
言葉のもつ力の社会的な両義性をよく表わして
いるのが kaは たはgatと言う概念だ.16)長島信
弘によれば ｢gatという語根｣は,少なくともい
くつかのパラ-ナイル語系の言語に共通する.長
島は,自らの現地調査の資料に基づいて,ウガン
ダの北テソ族とケニアの南テソ族を比較して,吹
のような興味深い見解を示 している.
･･.ケニアでは｢祝福｣を意味するakigatが,
ウガンダではまさに ｢呪認｣の意味で用いられ
ているのである.したがって,このgatという
語根の理解は ｢呪言且｣と ｢祝福｣ という対立に
発展する以前の, ｢神秘力の正当な行使｣ とい
った意味が含まれているのかも知れない.たと
えば,言語的に同系のウガンダのカリモジョン
族にはekegatanということばがあり,ダイソ
ン-ハ ドソンはこれを ｢祈 りのリーダー｣pra-
yerleaderと訳 している.このリーダーとは,
長老たちが集合的に ｢祝福｣を与えたり｢呪狙｣
をかけたりするときのリーダーである.17)
テソ語と同じくパラ-ナイル語に属するキブシ
ギス語では, katは他動詞であ･り,その意味内容
は｢祝福｣(kaberuTet)にも｢呪狙 ｣(chubisiet)
にも直接的には結びついていないけれども,長島
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が言う ｢神秘力の正当な行使｣に,ある側面で通
じると言ってよい.katの概念は,英語のinflict
で最も近似的に表現できそうだ.何かの負担を相
手に強いるようなことだが,この動詞は ｢挨拶す
る｣ と言う意味で用いられる頻度が最も高い.再
起代名詞を目的にとって自動詞化してkat-geの形
で用いれば ｢挨拶 し合 う｣,｢握手する｣の意味に
なる.
ところで,キブシギス族の間では,挨拶すると
は,まさにある意味で,相手に負担を強いること
である.彼等の間では,挨拶は常に古い年齢組の
者から始めるものであり,その逆はひどい侮辱で
ある.古い挨拶の形式では,マサイ族と同様に,
成人は少年に ｢スパイ.〝｣,少女に ｢タクウェニ
ャ〟｣と呼びかけ,その応答は,それぞれ, ｢エ
ボ.〟｣,｢イコ.〝｣にきまっていた.今日では人間
のすべてのカテゴリー間で等 しく ｢チャムゲ?｣
(｢自分を愛 しているか?｣)に対 して,｢チャム
ゲ｣ (｢自分を愛している｣)と答えるのが普通で
ある.いずれにせよ,キブシギス族の挨拶とは,
年下の者が,年上の者に求められて,同意や服従
を否応なく表明することだと言う一側面をもつ.
見方を変えれば,挨拶とは,年長者の年少者に対
する同意や服従の合法的な強制,すなわち,相対
的に年長であることによって生 じる ｢神秘力の正
当な行使｣であり,それは言葉を媒介として行な
われる.
離婚儀礼でも挨拶が重要な役割を果たす.今ま
さに別れようとしている夫婦は,握手を交しなが
ら,互いにまるで少年と少女であるかのように,
相手の幼名を添えて ｢スパイ.〟｣と ｢タクウェニ
ャ.〝｣で呼びかけて応答を誘う.この行為は,互
いが結婚できないカテゴリー の者であることを宣
言 し,それを相手に認めさせあうものである.
離婚儀礼での挨拶と並行するのが,夫婦の間で
はけっして幼名を用いてはならないとする慣行で
ある.万一伴侶の幼名を口にすれば,離婚儀礼に
おける挨拶と同じく,伴侶を結婚できない相手だ
と宣言 したことになり,発せられた言葉が別離を
実現すると考えられているのである.それ故,夫
婦は,伴侶の幼名 と同根の語を忌み口にしない.
例えば,夫の幼名がKiprotich(夕方牛が放牧か
ら帰ったときに生まれた男の子 )であれば,妻は
TOE(夕方 〔牛が〕放牧から帰る)と言う動詞を
忌み,bwa(来る)を代わりに用いる.
挨拶とは反対に,不当な立場にある者が正当な
立場にある者に,寛恕を強いるために,神秘力を
行使するのが ｢儀礼的謝罪｣(～nyoetaPgat)であ
る.18)困窮した者が比較的豊かな家から少量の穀
物や山羊か羊を一頭盗み出して消費し,すぐに儀
礼的謝罪を行なえば,その所業は窃盗ではなく,
一種の強いられた貸借として扱われた.娘や妻を
強姦した者や,姦通 した妻の父親によって儀礼的
謝罪の手段に訴えられれば,こんな重大な状況で
も,怒 りをおさめて許さなければならない.19) さJ>-
もなければ,今度は自分が社会の非難の矢面に立
たされることになる.
katと言 う動詞から派生した次の三つの名詞を
比較 してみると,超人的な力である言葉に,一定
の形式で働きかけて相手に負担を負わせながら同
意を引き出すことを意味するkatの概念に纏わる
両義性がよく理解できるであろう
20)
1) kataleset 毅滑な無理強い.断 り切れな
いけれども気乗 りのしない事柄の実行を相手
に求めることによって,難 しい立場に陥らせ
ること?1)
2)katigonet 忠告.
3)katamset22) 偽 りの告発.
多少の補足をするならば, katigonet(忠告 )
とは, ｢近隣組織の長老｣が,･紛争を長老会議に
持ち出す前に,紛争当事者間の示談に持ち込もう
として行なう説得や調停をも意味している.この
過程こそが, ｢近隣組織の長老｣の調停能力の見
せ所なのである. ｢忠告｣による調停は,社会的
正義と言 う視点からは, ｢校滑な無理強い｣と一
見ベクトルを逆にするように思えるけれども,.場
合によっては, ｢忠告｣による調停は,当事者
(の一方 )にとっては,社会正義の名においてな
される ｢校滑な無理強い｣と考え得る性質を帯び
ている.
以上に概観 してきたように,キブシギス族の信
じるところでは,言葉は人間を超えた強力な力で
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あり,発動の仕方によって善にも悪にも作用する
と考えられている.だから,多弁な人物は ｢言葉
の多い奴｣と呼ばれ, うるさがられる以上に,忌
み嫌われている.例えば,ビール ･パーティは,
責任者の監督のもとに静粛に行なわれなければな
らず,酔漢や騒々しい人物は会場から追放される
のが慣行である.23)言葉の誤用や濫用は,発話者
の意図を超えて,恐ろしい作用を招 くおそれがあ
るのだから,不必要な言葉は用いるべきではない.
それ故に,挨拶などで安否を尋ねられたときの応
答は, ｢言葉がない｣("Moming'ala")なので
ある.24)
4.行政首長
キブシギス族は,19世紀末から,イギリス軍と
小規模の抗争を散発的に繰 り返 したが,1905年
に,現在のキプケリオンの町で,犬の身体を前後
に両断して宣誓をするという伝統的な講和儀礼を
行ない,以後完全にイギリス植民地政府の支配下
におかれた25)
当時,イギリス植民地政府が,キブシギス族に
ついても,北ナイジェリアで成功を収めたような
間接統治を行なうには,これまでに触れてきたよ
うな伝統的な1)-ダーを,首長や-ツドマンに任
命するのが,幾分なりとも好都合だったはずであ
る.イギリス植民地政府には,このほかに,もう
一つの選択肢があった,それは,マサイ族の間に
見られるようなオライボニ型で,社会の中枢的機
能を担 う予言者とその氏族の宗教的権威を利用す
ることである.
キブシギス族と歴史的に強固な同盟関係にあり,
言語,文化,社会的にきわめて近似的なナンディ
族から,19世紀末にキプチョンベルあるいは,
コイレゲンという予言者が亡命して来た.彼は,
ナンディ族の予言者の座を兄弟のコイタレル (別
名はサモエイ )と争って破れたのだ.彼は,後
に詳述するモゴリ戦役でのキブシギス族の敗戦を
予言したことによって,キブシギス族の間で影響
力をもつようになる.彼は,人々とは直接言葉を
交さず,伝令を各地に派遣 して指示を与えた.イ
ギリス植民地政府は,予言者と彼の伝令たちの組
織 を利用することもできたのだ.
植民地期初期には,予言者の権威は,キブシギ
ス族の間にまだ完全に浸透 していたわけではなか
った.しかし,植民地政府は,ナンディ族が予言
者を政治的統合の核 として,植民地政府の支配に
対 して激越な組織的抵抗を繰 り返 していた26) こ
とを教訓として,キブシギス族では,予言者とそ
の氏族を徹底 して弾圧する政策をとった.
それではいったい,キブシギス族の中で,実際
に最初の行政首長や-ツドマンに選ばれたのは,
どのような人たちだったのだろうか.マナーズは
次のように述べている.
･-(ルンブワ原住民 )保留地の各地で "首長
たる〝任務は,実際のところ,おおむね指導者
を勤めた経験のない者たちの手に委ねられた.●●●●●●●●■
これらのあまり重要でない人物たちは,事実
上,キブシギス族自身が選んだのだ.植民地の
創草期には,キブシギス族がイギリス人の目を
最 も重要な人々の方-向けさせない方針をとっ
たからである.イギリス人たちが任命しようと
している者たちにいったい何が起るのか,キブ
シギス族にはわからなかった.だから,･-それ
ほど重要でない人物を代わりに提供することに
した.-･大切な指導者たちは,自分たち自身が
必要なときに,助言や援助や指導を仰げるよう
に,植民地政府の職務につけないでおくべきだ
と考えたのである.27)
マナーズの見方は,私自身がキブシギス族の古
老たちから聞いた見解 とほぼ一致している.では
果たして, ｢あまりに重要でない者たち｣ とは,
どのようなカテゴリーの人々だったのだろうか.
古老たちによればそれは,乱暴者も含めた ｢謎々
者｣と,キプサガリンデット(kipsagarindet)
と呼ばれるカテゴリーの人たちだった.
後に,行政首長として,南部のソト地方の人々
の尊敬を集めたケンドゥイワ･アラップ･バ リア
ッチの伝記を読んでみると,若い頃には彼が手の
っけられない乱暴者だったことがうかがえる.28)
彼のような ｢謎々者｣の中で,最も悪名の高いの
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は,キプラニコット(｢屋根登 りもん｣)と仇名さ
れた男である.彼は,イニシエーション諸儀礼に
伴 うビール ･パーティを初め,いたる所の酒席で
不時な口の利き方をしては,会場から叩き出され
ていた.すると,彼はその家の屋根に登って,屋
根の項に垂直に据え付けられている1メー トルほ
どの長さの白木の杭 を引き抜いてしまうのが常で
あった.この杭は,その家の主人とその生殖力の
象徴である.その家の主人が亡くなると,忌中に
この杭が屋根から取 りはずされる.29) この行為は,
家の中に誰もいないことが確認された後に行なわ
れる. ｢屋根登 りもん｣のように,その家の主人
が健在で, しかも人々が屋内でビール ･パーティ
を楽しんでいるときにこの杭を引き抜 くのははな
はだしい冒唐であり,児戯 (-｢謎 ｣々)どころか,
妖術であるとさえ見なされた.キブシギス族は,
この男までも行政首長に推挙したのだ.
キプサガリンデットとは,一義的には,他の部
族から養取されて,キブシギス族に帰化 した人物
のことである.帰化人たちは,部族の慣習法上,
いささかも差別を受けなかったし,社会規範とし
ても,日常生活においても-だてなく通されるべ
きだと考えられていた?0) しかし,キプサガリン
デットは, ｢本性にもとる行為をする｣ことを意
味する自動詞であるsogor-geから派生 した語で
あり,きわめて不快な響きをもった単語である.
｢本性にもとる行為｣とは,人間について言う場
合は,近親相姦や,嫁の母と娘の夫を初めとする
儀礼的忌避関係にある姻族間で犯された姦姻など
のきわめて重大な背徳を指す.この論文では,キ
プサガリンデットを,便宜上,以下に ｢異人｣と
訳出しておく.
中央部に当たるプレティ地方の行政首長として
長年勤め,その功績を讃え,県都ケリチョの街路
にその名が記念されているアラップ ･テンゲチャ
は,行政首長に任 じられた ｢異人｣の代表的な人
物である.彼は,東アフリカで,一般にンドロボ
と呼ばれる山岳地域に住む狩猟採集民の出身であ
った.カレンジン諸族と同盟 し,カレンジン諸語
を話すンドロボ族の分派をオギィェック,マサイ
族と同盟 してマ-諸語を話す分派をオモティツク
と呼ぶが,アラップ ･テンゲチャは,もとはオギ
イエツクであったともオモティツクであったとも
伝えられている.彼は,キブシギス語のほかに,
マ-諸語の一つであるイクオペック語を話すこと
ができた.
アラップ･テンゲチャは,そればかりでなく,
イギリス人の農場でしばらく働いた経験から,英
語も話すことができた.初期に行政首長に選ばれ
た人たちの中には,テンゲチャのように白人のも
とで働いた経験を通 じて,英語を解するようにな
った者が少なからず含まれていた.彼等が選ばれ
た理由は,植民地政府の意志を仲介する能力をも
てていたことにもよるが,それ以上に,彼等 が
｢異人｣だっ之からである.すなわち, ｢異人｣
とは帰化人ばかりでなく,キブシギス族の習慣を
捨てて他部族の間で暮す者や,部族を裏切ったと
見なされた者にも適用される概念なのである.
初期の行政首長に任命されたもう一つのタイプ
の人々は,予言者の伝令たちであった.自らも予
言能力をもち,実際キブシギス族の間で最も卓越
した予言を行なった人物 として今も名声を保って
いるアラップ･ムゲ二や,高名な｢軍団の リーダ
ー｣でもあったアラップ･チェリロも,伝令から
行政首長に選ばれた.予言者は,戦闘で勝利を収
めるために,またたくさんの略奪物を得るために,
戦闘に先立って人々が頼らざるを得ない存在と信
じられていたが,他方,気象を自在に操っては災
害や疫病をもたらし,それを鎮めては報酬として
キブシギス族の財産を収奪する,恐るべき妖術者
とも見なされ,畏怖され,恨まれてもいた.伝令
たちは,言葉を操る強力な専門家でありながら人
々とは口を利かない予言者と,一般の人々との仲
介者であり,社会的に ｢境界人｣だったのである.
上記のような人たちが,最初の行政首長に選ば
れた結果,キブシギス族では,植民地期初期には,
伝統的な権威 と行政首長制が併存した.だがやが
て,戦闘のリーダーたちを勤めた者の中で英語を
解する者が多く行政首長を勤めるようになる.ま
た,退職 した行政首長が,伝統的権威体系の ｢助
言的裁定者｣になることも少なくなかった.後者
の典型的な例として記録されているのが,社会人
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類学者であるペ リステイア二イの最良のインフォ
マントであった,北ベルダー ト地方のキブスイオ
ンゴ ･アラップ･テレルである.
ここで注目しておきたいのは,行政首長が,伝
統的な助言的裁定者を指す語であったキルオギン
デット(kirて〃Ogindet)と呼ばれることである.
そしてまた,-ツドマンが最初は英語の靴音から
キブシギス語化 したア トメニヤットの語で呼ばれ
たものの,この語がすたれて,伝統的な指導者を
指すキプタイヤットと言う語で呼ばれるようにな
ったことである.
行政首長制に基づく間接統治行政が,最初から
滑らかにキブシギス族に受け入れられたわけでは
なかったとは言え,伝統的な権威機構が,行政首
長制に次第に同調 し,同化され,編入されていっ
た様子の一端を,行政首長や-ツドマンのキブシ
ギス語の呼び名の変遷にうかがうことができる.
もとより,この変化の背景には,領土の半分以上
を白人入植地として奪われ,人頭税や小屋税の支
払いを強いられて,半ば白人農場のスクウォッタ
-化せざるを得なかった状況の必然によって,キ
ブシギス族が植民地経済にからめ取られていった
事実がある.
だが,それと同時に,キ70シギス族が,伝統的
な指導者たちと行政首長の属性の間にある共通性.食,
を見出 していたからこそ,キブシギ不語で,行政
首長が ｢助言的裁定者｣, -ツドマンが ｢軍団の
リーダー｣ と呼ばれるようになったのだと考えら
れる.植民地化当初,行政首長や-ツドマンに選
ばれたのは,マナーズの言う通 り, ｢あまり重要
でない｣人々であった.一言で述べれば,彼等は,
何らかの意味で境界的な人々だった.しかしなが
ら,彼等が ｢あま､り重要でなく｣境界人であっ
た事実そのものが,伝統的な価値観からしても,
彼等の指導者 としての潜在的な可能性を保証 して
いたのではないだろうか.逆にいえば,伝統的な
指導者たちは,指導者として有能であることを実
際に示 し,経験を積むことによって,やがて重要
な存在 として認められるのだけれども,･彼等がそ
もそも指導者の候補者や補佐役 として選ばれた理
由は,彼等の境界性そのものにあったのではある
まいか.
マナーズは,イギリス植民地政府によって行政
首長に選ばれる人々にどんな事が起きるか見当が
つかなかったので,それなど重要でない人々をキ
ブシギス族が推挙 したと述べた.他方,後でアラ
ップ ･キシアラやキプケテスの例で詳 しく検討す
るが,伝統的な偉大な指導者たちも,自ら敵地へ
赴いて交渉に当たる任務を帯びた人たちであり,
ときには呪取 を受け,ときには殺害されるなど,
常に最も危険な,言いかえれば, ｢どんなことが
起こるかわからない ｣状態に進んで身をおくこと
を職務 とする人々であったことに注目する必要が
ある.そして, いずれの場合 も,彼等のその境界
性は,発動の仕方によって正邪どちらにも作用 し
得る超人的な力である言葉 を操作する彼等の能力
の人並みはずれた過剰性がもたらす,社会正義に
ついての両義性と不可分に結びついていたのでは
あるまいか.
5.伝統的な指導者
この章では,高名な伝統的指導者の伝承を分析
しながら,伝統的な指導者の属性を検討する.
キブシギス族の ｢助言的裁定者｣ として空前の
指導力を発揮 したのが,メニヤ ･アラップ ･キシ
アラである.彼は,中央部のプレティ地方出身で,
1870年から1880年頃に戦士階梯にあったと思
ゎれるコロンゴロ年齢組に属 していた.31)どのよ
うな理由からであったかは知 られていないが,彼
は若い頃に一時期キブシギス族の領土を離れて,
マサイ族の間で暮 したことがあり,流暢にマサイ
語を操ることができた.S･C･ランガットによれば,
アラップ ･キシアラは戦士としても卓越した才能
を示 し,｢30才代で｣小隊の後衛部隊のリーダー
になり,後には中隊の後衛部隊のリーダーに選ば
れ,｢50才代で｣キブシギス族全軍の リー ダーに
就任 した.32) また,マナーズによると,ほとんど
首長と言ってよいほどの強大な権力を振い, ｢キ
シアラの裁可なしには,戦士たちは,誰も敵の領
土を襲撃 しなかった｣.33)マナーズは,また,1889
年10月13日にイギリス帝国アフリカ会社のフレ
デ リック･ジャクソンが条約 と血盟を結んだとさ
10 ′ト 馬 徹
れるメニヤキシャリアがアラップ ･キシアラであ
る旨,マ トソンが示唆 したと書いている.34)
マナーズは,キシアラがキブシギス族全体に権
威 を振 うようになったのは,19世紀末にアラブの隊
商がもたらした脅威に対抗する戦略上の必要から,
キブシギス族の軍団の権威の集中が促された結果
だろうと推測 しているヲ5) だが,歴史伝承の語る
ところは異なっている.
キブシギス族は, おそらく,少なくとも1870-
1880年頃までは,すべての人々が,強い軍事的
性格を帯びた四つの ｢大民族｣(boγiet)に分れて
おり,二つの ｢大氏族｣ずつが組になった大隊が
軍事的に連合 して他部族を攻撃 していた.このた
めに,往々二つの大隊の間の意志の疎通が悪 く,
ンゴイノの戦いを初め,手痛い敗北を喫すること
が一再ならずあった.そこで,各 ｢大氏族｣の
リー ダーたちが集まって相談した結果,｢大民族｣
ごとに分かれて住む居住制を廃止して,軍事機構
も改革 し,すべての′ト隊に四つの ｢大民族｣の戦
士が必ず加わる編成にした. こうして軍隊の指
揮系統が部族全体を横断する軍事機構が初めてで
きあがったのである.
キブシギス族の政治構造を決定的に変化させ,
他のカレンジン諸族 と比べてかなり特徴的なもの
にしたこの一大変革を決定した会議で重要な役割
を果たしたのが,キシアラであった.36)この改革
の結果,キブシギス族は戦闘で大きな成功を収め
るようになり,キシアラの権威は増大 し,ある時
期には彼の属するカップカオン氏族の者でなけれ
ば戦闘のリーダーになるのが難しいとさえ言われ
るほどになったのだった.
キシアラは, ｢助言的裁定者｣としても,きわ
めて優れた戦略家であったと伝えられている.キ
ブシギス族とマサイ族との間には,サンクチュア
リ,降伏,助命嘆願,停戦,講和などに関して,
長い伝統に裏打ちされた軍事上の細かな取 り決め
条項があり,双方が遵守していた.これに匹敵す
る安定した慣行は,ルオ族やグシイ族 との間には
存在 しなかった.それ故,- 他のカレンジン諸
族 との関係は別として- キブシギス族とマサイ
族との間の政治関係は,キブシギス族 と他部族と
の政治関係よりもはるかに体系的なものだったと
言える.
キブシギス族は,マサイ族を最も手強い敵と見
なしていたけれども,尊敬も払い,この二つの部
族の関係には ｢畢生関係｣とでもいえるような,
不思議な均衡的側面があった.オーチヤー ドソン
は,両部族間の戦いは厳格な規則に則って行なわ
れ,牛を賞品とする冒険的なゲームのような気分
で戦われたと記 しているヲ7) キブシギス族は,マ
サイ族を,このような戦争ゲームの掛け替えのな
い好敵手であると同時に,まるで持続的な略奪の
ために,徐々に消耗すべき ｢財産｣とでも見なし
ていたようだ.彼等が,マサイ族を ｢生かさず殺
さず｣の,'若ば不即不離の関係におくことを望ん
でいたとさえ思われる節がある.トウェットは,
｢"盾〝の戦い ｣に触れて,次のように述べている.
(オレスイレア二 ･マサイ族が姿を消 してし
まったときのほかに ),キブシギス族が, ｢緑
の草を手にもって｣, マサイ族が戻って来てキ
ブシギス族の傍に住み,またお互いに戦いを交
えられますように,と彼等の全能の神に祈 りを
捧げた,また別の機会があった
38)
マサイ族を一気に壊滅させたり,遠方へ追いや
ってしまわないで,半ば ｢共生的｣な関係を維持
しながら,巧妙な策を弄しては,ジリジリとマサ
イ族を消耗させてゆくのがキブシギス族の戦略だ
った.キシアラは,この種の戦略に基づく講和を
成立させるのに抜群の才能を示 した人物であった.
｢助言的裁定者｣は,この意味で,両部族を仲介
し,その政治関係を体系的に組織する機能を果た
したのである.
キシアラは,タプチレルとキプケテスという二
人の人物 と連れ立って,しばしばマサイ族のもと
に赴いて,和平交渉に当たった.次に,彼の最も
水際立った講和交渉だったとされる事例の伝承を
追ってみよう.
-･マサイ族は,キブシギス族こそが彼等の土
地-移 り住むべきだと主張 した.アラップ ･キ
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シアラは答えた. ｢できるものなら喜んでそう
もしよう.ところで,私には大量の牛乳を出し
てくれる,とても大きな雌牛がある.この雌牛
は脚 を折っていて歩けない.とてもマサイ族の
土地まで連れていけない.私は,この雌牛を後
に残 してくることも,屠ることも望まない.こ
の雌牛がいなければ生きてゆけないのだ｣.そ
こで,マサイ族が譲った. ｢それなら,われわ
れがお前の土地-移ってゆこう.われわれは講
和を結んで,今や親密な関係にあるのだから｣.
こうして,キレビ･マサイ族が,キブシギス族
の土地近 く-来て住むことになった.キレビ･
マサイ族の ｢助言的裁定者｣が,アラップ ･キ
シアラを訪ねて来て質問した. ｢件の雌牛は何
処かな?｣.彼は答えた.｢今度やって来たとき
に見せてあげよう｣.次にキレビ･マサイ族が
やって来たときに,アラップ ･キシアラは,存
分にビールを振舞った後,たわわに実ったシコ
クビェの畑へ彼等を誘って言った. ｢さあ,こ
れが件の雌牛だ.どうしてこれを歩かすことが
できよう.これが (お前たちにとっての牛の乳
と血のように )われわれの主食なのだ.さっき
お前さん方が楽しんだビールも,この雌牛が与
えてくれたのだよ.｣ こうして,キレビ･マサイ
族 とキブシギス族は, しばらくの間平和に共任
した.やがて,キブシギス族がキ レビ･マサイ
族を襲い,多くの戦士を殺 し牛を略奪 した.39)
アラップ ･キシアラは,純粋な牧畜民であるマ
サイ族のセンチメントに巧みに訴えかけて成功 し
た.この種の事件は,しかし,これっきりではな
かった.キシアラたちによって,いく度か同様の
講和が結ばれ,両部族は隣合って住んだ.その都
磨,講和を破って略奪したのはキブシギス族の方
であった.キシアラの講和だ従って,キブシギス
族の近傍-移 り住んだマサイ族のカップトロンゲ
イ氏族は急襲を受けて壊滅 したと伝承されている.
先の伝承で注目に値するのは,キシアラが, ｢た
くさん乳を出すけど歩けない雌牛.これ何だ?､′｣
と言う子供の謎々遊びを巧みに用いていることで
ある.先に第 3章で述べたとおり,大人は謎々を
口にすることを固 く禁 じられており,この禁を犯
す者は, ｢謎々者｣ として忌み嫌われたのである.
キシアラは,キブシギス族の間で,大いなる ｢謎
々者｣ として知 られていたわけである.
アラップ ･キシアラが用いた策略や論法は,キ
ブシギス族の民話の有名な主人公であるキブ リオ
･モクウォの物語 りをす ぐに連想させる.最 もよ
く人口に胎爽しているキブリオ ･モクウォの物語
りはこうである.
あるとき,キブシギス族がマサイ族に講和交
渉を申し込んだ.マサイ族の方では,どうして
も講和する必要があるとは考えていなかったの
で,無理難題をふっかけて来た. ｢応 じてやろ
う.だが条件がある.真黒い糞をする真黒の去
勢牛と真白い糞をする裏白な去勢牛,それから
牛の角にいっぱいの蚤を集めて,交渉の場へも
って来い.｣
キブシギス族の ｢助言的裁定者｣たちは思案
にくれていたが,キブリオ ･モクウォという名
の子供が次のような知恵を授けた.純白の去勢
牛には,革の代わ りに塩土を混ぜた牛乳を,漆
黒の去勢牛には煤 を混ぜた牛乳を与えてしばら
く飼い,つぎに黒い雌牛の尻尾の先の毛を細か
く切 り取って牛角いっぱいに満たし,会見の場
ではそれを空中にあけて風に吹き散らさせるよ
うに,と.キブリオ ･モクウォの策略のおかげ
で,マサイ族は本意でない講和を承知させられ
た!0)
この民話の主人公を,そのままアラップ ･キシ
アラに置き換えても,歴史伝承 として通用 しそう
である.だが,決定的な違いは,民話ではキブリ
オ ･モクウオが子供として描かれていることだ.
謎々は,子供の専有する論理と発話形式であり,
キブリオ ･モクウォは子供であるが故に,民話の
英雄なのである.他方,アラップ ･キシアラは歴
史上の英雄ではあっても大人であるが故に, ｢謎
々者｣でもあり,社会規範の侵犯者 として,一面
では畏怖されたのであるチ1) さらに言えば,彼は
一時期キブシギス族の土地を去ってマサイ族の間
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で暮 したことがある故に ｢異人｣でもあったのだ.
マサイ族にも,キシアラ同様,優れた ｢助言的
裁定者｣がいたと言 う.オレ･ラングニヤは, し
ばしばキブシギス族の鼻を明かしては憎まれてい
た.彼は,あるとき,キシアラの胞輩 としてマサ
イ族 との交渉に活躍 したキプケテスが,講和の交
渉にマサイ族の土地を訪れたときに,彼を暗殺 し
てから素知 らぬ顔でキブシギス族との交渉に臨ん
だ.彼を怪 しんだキブシギス族の人々が集合的呪
狙 を構成要素とする宣誓 (ムマ )に訴えたために,
オレ･ラングニヤは,マサイ族の人々に語 りかけ
ている最中に,舌を噛み切って絶命 したと言われ
ているチ2)異伝では,彼は交渉の帰 り道に,掛 ､
て舌を噛み切って死んだとさえされているチ3)ここ
の異伝にも,超人的な力としての言葉に対する信
仰 をうかがい知ることができる.キプケテスとは,
すぐに喋 く男に付けられる仇名である.践いて舌
を噛み切ったオレ･ラング二ヤの死に様が,その
ままキプケテス暗殺の事実を露見させているとキ
ブシギス族の人々は考えたのであった.
アラップ ･キシアラのもう一人の補佐であった
タプチレルについては,彼がどのような人物であ
ったのかほとんどわからないが,キ70ケテスはナ
ラチェック氏族の人であったことが知 られている.
ナラチェック氏族は,チェモイベンの戦いに破れ
てキブシギス族に吸収されたブシイ族の人々によ
って創始された新 しい氏族の一つである.ボクセ
レック氏族やラパスイク氏族など同様の起源をも
つ氏族の人々を,キブシギス族の人々は,今 日で
さえ往々,｢彼等は本当のキブシギス族ではなく,
ブシイ族だ｣ と言 うことがある.キシアラの時代
には,こうした見方ははるかに強かったはずであ
る.その当時に,キプケテスが ｢助言的調停者｣
として,またアラップ ･キシアラの片腕 として活
躍 していた事実も,キブシギス族の指導者たちの
周辺性あるいは境界性をよく示 していると言えよ
ラ.
キブシギス族の歴史上,アラップ ･キシアラや,
白人の到来 と支配を予言した伝令であるアラッ7
･ムゲ二と並んで,人々によく知 られている人物
に,マラブン･アラップ ･マキチェがある.彼は
モゴリ-サオサオ戦役で敗戦の原因を作った ｢軍
団のリーダー｣である44)
モゴリの戦いは,1890年頃に現在のニヤンザ
州キシイ県の県都キシイの東7-8キロメー トル
に位置するマンガ丘陵のあたりで戦われた.キブt`
シギス族は,当時ブシイ族やルオ族 との戦いでは
ほぼ常勝を収め,彼等を追って徐々に南下を続け
ていた.モゴリ戦役は,グシイ族に対する大規模
な長征で,中央部のプレティと南部のソトの二つ
の ｢大地域｣の者を主力として,キブシギス族の
大部分の戦士 と強壮な老人が参戦 したチ5)それば
か りでなく,割礼前の少年や女性までが,食糧の
運搬員や山羊 ･羊の略奪要員として動員された.
ブシイ族は,`すでにルオ族やク1)ァ族の領土近 く･牢L
まで退散 していたので,ブシイ族を攻めるには,
長い行軍をしなければならなくなっていたからで
ある.
この戦役でも,キブシギス族は小規模な戦闘で
連戦連勝を収めて進攻 し,略奪をほしいままにし
た.だが,攻勢に任せ,あまりにも深 くブシイ族
の領土に入 り込んでしまったために,キブシギス
族の全軍は,ある朝 目覚めるとブシイ族 とルオ族
の連合軍に完全に包囲され,絶体絶命の窮地に陥
っていたチ6)キブシギス軍を率いていたのは,と
もにキシアラの権威 のもとにあった ソト地方 の
｢軍団のリーダー｣, マラブン･アラップ ･マキ
チェと,プレティ地方の ｢軍団の リー ダー｣, チ
ェセンゲ二 ･アラップ ･カポロックであった.ア
ラップ ･カポロックは,実はあまりにブシイ族を
深追いしすぎたことに危快を感 じて,前夜のうち
に撤兵することを主張 していたのである.ところ
が,アラップ ･マキチェが,マンガ丘陵の麓で一
夜の休息をとることに固執 したために,アラッフ
･カポロックが折れたのだった.さて,ブシイ族
の包囲網にはまったと気付いたこのときにも,敬
るべき戦術を巡って,二人のl)-ダーの意見が激
しく対立 した.包囲網の一角を突いて血路を開き,
できるだけ多 くの兵員の退却を可能にすることに
全力をあげるべきだと主張するアラップ ･カポロ
ックに対 して,アラップ ･マキチェは,最後まで
徹底抗戦の方針を譲 らなかった.その結果,大多
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数の人がアラップ ･マキチェに従い,皆殺 しにさ
れたのである.
カポロックは,マサイ族の領土を経由して,ご
く少数の戦士たちとかろうじてプレティ地方-逃
げ帰った.歴史伝承は,この敗戦は壊滅的な大打
撃 となり,キブシギス族の土地にはその後 しばら
くの間男性の影が絶えたとさえ伝えている.その
ため,長老たちは一計を案 じ,少年たちのイニシ
エーションを大巾に早め,- 部族法に反するこ
とだが- 未亡人たちも子供を得 られるように,
頻繁に ｢歌垣｣ を催さなければならなかった.
キブシギス族は,他のカレンジン諸族と同様,
夜襲に長 じていたが,｢日中の戦闘は不得手｣47)
であ り,他方, ｢ルオ族とキシイ族 (グシイ族 )
は,日中の戦闘の専門家であった｣.48) それでは
何故,アラップ ･マキチェがマンガ丘陵の麓で一
夜の休憩をとり,また翌朝絶体絶命の窮地にある
と知った後 もなお絶望的な戦いを挑むことを主張
して譲らなかったのだろうか.さらには,いった
いどうしてほとんどの参戦者が,カポロックでは
なくマキチェに従ったのであろうか.
何人かの研究者は,次のように指摘 している.
マラブン(･アラップ ･マキチェ )の母はキ
シイ族 (ブシイ族 )の出身だった･マラブン隼,
彼の (ブシイ族の)親族たちに会おうとして(マ
ンガ丘陵で )一晩の休憩 をとったものであろう
と言われる49)
マラブ(Malabu,sic.)は,翌朝彼のオジの
家の人々と挨拶を交すまで,軍隊を撤退させよ
うとは思いもよらないと抗弁 した.彼の母親が
ブシイ族の人だったので,彼は他のキャプテン
たちにこう言ったのだった50)
だが,ここに見たような説明では,マキチェは,
裏切 り者のように扱われることになる.そして,
その裏切 りの原因は,彼がグシイ族と血の繁 りを
もつ事実に帰されている.ところが.これは,今
日もキブシギス族の人々がマキチェに寄せる親愛
と尊敬の念を思い合わせれば,奇異なことだと言
わざるを得ない.
アラップ ･マキチェは,グシイ族 との打ち続 く
戦役で最 も恐れられた猛将だった.ブシイ族の予
言者であり,モゴリ戦役の総指揮者でもあったサ
カワは,ブシイ族の戦士に特に命 じて,マキチェ
の死体の前面の皮膚を頭の頂から足の爪先まで剥
ぎ取 らせて,自分のもとに届けさせたと言う.51)
また,異伝では,彼の陰部が切 り取られ,サカワ
に届けられたと言われている.いずれにせよ,ブ
シイ族に誰よりも恐れられ憎まれていた人物が,
本気でグシイ族のオジたちに挨拶すると言い出し,
ほとんど全軍の戦士が,アラップ ･カポロックの
合理的な作戦の提示にもかかわらず,唯々諾々と
マキチェの申し出に応 じたと考えるのは無理があ
ると見なければならない.
別の理由付けはこうである.T.トウェットは,
マキチェが次のように言ったとする.
他部族の人々が,われわれが,泥棒どもとは
様変わり,雄々しく彼等の牛群 を連れ去る様を
目撃できない夜の夜中に,こそこそと(牛を遠
れて,泥棒のように )逃げ出すような真似をす
るつもりなどさらさらない.明朝まで待たない
でどうしようか52)
T.トウェットの父もブシイ族の出身である.彼
の説明は,アラップ ･マキチェの行為を著 しく合
理化 している.だが,私の知る限 りでは,T･トウ
ェットのような異伝は全 く聞かれず,どのバージ
ョンでも,マキチェが ｢わが母を産んだオジたち
に挨拶するまでは帰 らない｣ と言い張った点では
一致 している.それでは,彼が,果たして本当に
ブシイ族の親族 との挨拶を切望 していたのだろう
か.
実は,そうではない. ｢わが母を産んだオジた
ちに挨拶するまでは帰らない｣ とは,もう一人の
軍団のリーダーであるアラップ ･カポロックの小
心をなじり,戦士たちを鼓舞 して,彼の積極策に
対する支持を取 りつけるために彼が用いた殺 し文
句だったのである.キブシギス族の男にとって,
勇猛であることは何にも勝る徳 目であり,臆病と
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なじられるのは最大の不面目だった.
上に挙げた三人の研究者は,現在のケニアでは
超インテリである.部族の優秀な学生たちは,有
名な中学校や高校で教育を受けるために,年若い
うちに部族の土地を離れてしまうために,自部族
の言語や文化に疎い面がある.それ故に,キブシ
ギス族であれば誰でもすぐにそれと察 しがっく,
マキチェの言葉のレトリックが理解できなかった
のである53)
キブシギス族の男たちは,しばしば自分と同腹
の姉妹たちを ｢われわれの娘たち｣と表現する.
その理由は,姉妹が嫁 ぐときに相手の男の家から
婚資として支払われる家畜は,父親に手渡され彼
の管理のもとに置かれるけれども,実際には彼女
たちの兄弟に対 して与えられたものだと考えられ
ているからだと言われる.また,父親が没したあ
と,それらの家畜を実際に管理するのも兄弟たち
である.父親は,管理はしてもけっしてそれらの
家畜を自分自身のために用いてはならず,すべて
が兄弟たちが嫁をもらうときに支払 う婚資に充て
られなければならない.これは,部族の慣習法が
定めるところだ.もし父親が,娘たちと交換に与
えられた婚資の家畜を用いて自分自身の新 しい妻
を要るようなことがあれば,彼は ｢娘 と寝た男｣
と呼ばれ, ｢本性にもとる行為をする者｣ ( 8頁
参照 )として,ひどく忌み嫌われ蔑まれることに
なる.
アラップ ･マキチェは,キブシギス族の男たち
の用いる ｢われわれの娘｣と言 う慣用表現を逆手
にとって,ブシイ族を ｢わが母を産んだオジたち｣
と言い表わし,今どんな苦境にあろうと,グシイ
族との戦闘などは自分にとっては,親愛の対象で
ある母方のオジたちと挨拶を交す程度のたやすい
ことだと見得を切ったのだ.
もう一つのキイ ･ワー ドは,｢挨拶する｣(hat)
と言 う語だ.katという語は,挨拶すると言う意
味で用いられることが多いけれども,その背後に
あるもっと基本的な内容は,相手に負担を強いる
と言 う意味であることは,すでに第 3章で述べて
おいた.だから,マキチェの件の表現には, ｢ブ
シイ族に目にもの見せてやらないうちは帰らない｣
と言う含蓄がある.
マキチェは巧妙なトリックを用いて,カポロッ
クの弱腰を手ひどくなじったのだ.臆病と呼ばれ
るほどの侮辱はない.敵を一人も殺 したことのな
いお前は女だ,腰抜けだ,氏族の名折れだとなじ･t,
っては戦士たちを激昂に誘い,激 しい攻勢に駆 り
立てるのは,長老たちが戦闘､¢直前に用いる常套
手段である.マキチェはレトリックを駆使 して,
カポロックを圧倒 し去った.だからこそ,ソト地
方の戦士たちばかりでなく,カポロックの指揮下
にあったプレティ地方の戦士たちまでもがマキチ
ェに従って,絶望的な戦いに自らを駆 り立ててい
ったのである.ところで,マキチェの用いたレト
リックは∴ほとんど謎々遊びの論理に近いものだ.
マキチェは,ブシイ族と血の繁 りがあり,ブシイ
語を解する ｢異人｣であるばかりでなく,彼の卓
越 した弁舌,すなわち超人的な力としての言葉を
換る過剰な能力の故によっても境界人だったので
ある54)
モゴリ戦役の究極的な敗因は,上記の事実にも
かかわらず,必ずしもアラップ･マキチェに帰せ
られてはいない.キブシギス族の敗戦は,たとえ
その直接的なきっかけが何であろうと,神がすで
に定めていた運命だったとするのが,今日でもキ
ブシギス族の人々の一般的な見解になっている.
以前にも簡単に触れたように,ナンディ族の予言
者の地位を兄弟のコイタレル(彼の別名はサモエ
イ )と争って破れたキプチョンベル (別名コイ
レゲン)が,当時キブシギス族の間に身を潜めて
いた.コイレゲンは,モゴリ戦役でのキブシギス
族の壊滅的な敗戦を的確に予言 していた.彼は,
グシイ族の領土-向けてすでに行軍を開始 してい
たキブシギス族の軍団-伝令を派遣 して,出兵を
すぐに思い留まるように ｢忠告｣ した.軍団のリ
ーダーたちは,コイレゲンの予言を一笑に付 し,
伝令を腰抜けとさんざんに噸弄した.かくして,
コイレゲンの予言が一蹴されたとき,悲劇の成就
が決定づけちれたのだと信 じられている.また同
時に,当時連勝に酔って慢心の極にあったキブシ
ギス族の ｢軍団の リー ダー｣たちは,腹の白い鷲
や啄木鳥などと歩行者との相対的な位置関係によ
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って神が示 している幸 ･不幸の予兆を正 しく読み
取る大切な任務を疎かにしていたとも言われてい
る.ともかくも,今日でもなお,アラップ ･マキ
チェは,けっして裏切 り者としてではなく,悲劇
性を帯びた,限 りなく勇猛な英雄として語 り継が
れている.
モゴリ戦役がキブシギス族の歴史に与えた最大
の影響は,コイレゲンが,キブシギス族の初代予
言者としての地歩を固め,予言者と彼の氏族 (タ
ライ氏族 )および伝令たちが,キブシギス族全体
-の宗教的な影響力を振い始めたことであった.
もし,イギリス軍がキブシギス族と接触するのが
もう少 し遅れ,予言者の権威が完全に確立されて
いたならば,おそらくキブシギス族も,予言者を
部族的忠誠の新たな核 として,有名なナンディ族
の場合 と同様,イギリス軍に激 しい抵抗をしたで
あろうと指摘する研究者もある.この見解の当否
についての判断はともかくも,モゴリ戦役におけ
る敗北は,言葉を操る新たなタイプの職能者が,
キブシギス族全体に強力な宗教的影響力を行使 し
始めると言う,歴史的な大変化をもたらした.こ
こでも,予言者と彼の氏族の者は,ウアスイン-
ギシュ･マサイ族の末喬であり,ナンディ族を経
由してキブシギス族の間に入 り込んだ境界人であ
ることに留意 しておく必要がある.
./>
6.結 論
前章で検討 したとおり,平等主義的なキブシギ
ス族の社会で,各種の戦闘のリーダーたちは,重
要な政治機能を果たしていたが,その職につくた
めの条件は勇猛な戦士であったことと,味方とと
もに敵をも巧みに説き伏せる弁論能力と智略とで
あった.なかでも後者が重要で,この能力こそが
体力が衰えて参戦できなくなったとき,軍団のリ
ーダーが ｢助言的裁定者｣に就任 して,軍事面で
もなお軍団の リー ダー以上の影響力を行使するば
かりでなく,法的な領域でも最高の権威たり得る
ための必須の要件なのである.戦士の リー ダーた
ちや ｢助言的裁定者｣たるにふさわしい人物 とし
て人々に認められるには, ｢ベリル｣(beTir)す
ると言う特別の弁論能力を身につけていることが
必要であった. ｢ベリル｣するとは,西欧の論理
学で言うような推理的理性を働かせて,理路整然
と論証することではない.キブシギス族の間では,
簡潔に要領を得て,正鵠を射る論法は,説得的で
ないばかりでなく,破壊的であり,むしろ忌避さ
れるべきものである.望ましい弁論法とは,自ら
はしっかりと論点を把握 しながら,直裁的にそれ
を示すことをせず,その周囲を, 順々にインパク
トのある論述で照射することによって,聴き手の
内面から話者が把握 している論点が自ずと浮かび
上ってくるように仕向ける弁 じ方だ.これが,｢ベ
リル｣することである. ｢ベ リル｣するためには,
メニヤ ･アラップ･キシアラや,マラブン･アラ
ップ ･マキチェの歴史伝承の詳細な分析を通 じて
例証 したような,多彩なレトリックが用いられる.
そのレトリックは,ときとして子供が独占するは
ずである謎々遊びの論理に際限なく近似 してくる
のだった.アラップ ･キシアラは少 しも舌を休め
ることなく ｢ベリル｣することができたと伝えら
れている. ｢ベリル｣することは,しかしながら,
必然的に人を ｢言葉の多い｣両義的な存在にする
のである.
キブシギス族の人々が,自ら,初期の行政首長
として推挙 した人物の多くは, ｢謎々者｣や ｢異
人｣であり,それ故に境界人であった.さらに,
行政首長たちばかりでなく,伝統的な指導者であ
る各 レグェルの戦闘のリーダーと｢助言的裁定者｣
もまた同様に境界人であったことが,以上の考察
から明らかになった.モゴリ戦役の敗戦によって,
キ70シギス族の間に影響力を確立 し始めた予言者
も,言葉を操る専門的職能者であり,その出自か
らして明確に境界人であった.
そればかりではない.人々の不幸の原因を解釈
し,治療を施す女性の呪師たちは,キブシギス族
の政治構造において,既述の指導者たちと並んで
きわめて重要な機能を担っている.彼女たちの多
くは,グシイ族などの近隣の部族と近い親族関係
をもっているか,遠 くない過去にそれらの部族か
らキブシギス族に入って来た ｢異人｣を始祖 とす
る氏族に属 している.55) さらには,かつてムマと
呼ばれる,妖術的要素を含んだ ｢宣誓｣を請け負
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う職能者として大いに恐れられた鍛治師もまた,
ブシイ族やマサイ族に起源をもっていたヲ6)
これらの人々は,さまざまな形式で言葉を操作
する特別の能力をもっていた.第3章で見たとお
り,言葉は超人的な力であり,発動の仕方によっ
て,善悪どちらの方向にも作用 し得る.従って,
これらの人々も社会的正義に関して,自ずと両義
性を帯びることになる.逆に言えば,境界人こそ
がこれらの人々が果たした機能の担い手にふさわ
しい存在である.
もう一つ,注目すべき事柄がある. ｢助言的裁
定者｣たちは,戦闘の リー ダーたちとは異なり,
近隣組織における調停者としての役割に関しては,
自分が担当する特定の地域をもたず,乞われては
各地を訪れてその任に当たっていた. ｢助言的裁
定者｣は紛争に関係する当該近隣組織の外部から
招かれなければならなかった.この事実に, ｢助
言的裁定者｣の境界性がよく表わされている.だ
が,彼の境界性は,同時に個々の近隣組織の利益
と忠誠を,部族全体の利益と忠誠に結びつける媒
介的機能をもっていたわけである. ｢助言的裁定
者｣は,法的機能をもつ基礎的な社会単位である
近隣組織を,部族の政治構造においてより高次の
政治関係-と仲介する
57)
しかしながら,境界人を重要な役職につけると
すれば,彼等によって部族の統合が損なわれる危
険が生じ得よう.キブシギス族の人々が,安んじ
て境界人を稜々の指導者として選び出せるのは,
これらの職にある人物を十分に制御 し得るものと
しての ｢呪言且｣(chubisiet)の信仰が,彼等の世
界観の中心に組み込まれているからである.
｢呪言且｣ とは,基本的には社会正義に関して正
当な立場にある者が,超人的な力である言葉に,モヲ
特定の形式に従って訴えて,他人を制裁する道徳/し
的な行為である.逸脱者に制裁を加えて,キブシ
ギス族の社会全体の秩序を維持する機能を呪狙の
信仰が担っていることは,すでに他で論 じたとお
りである.58)近隣組織が執行する集合的な呪説が,
少なくとも植民地期初期には,あらゆるタイプの
指導者の権威を十分に制御 していたし,今日でも
集合的な呪言且は大いに恐れられている.59) 事実,
初期の行政首長たちの少なからぬ人数が短命で,
就任後数年を経ずして没している.それは,彼等
が,植民地政府寄 りになりすぎて,人々から集合
的な呪言乱を受けたからだと言われている.
植民地政府の手先として苛酷だったのは,行政
首長たちよりも,むしろシャンバtボーイや スワヒリ
語でカンガと呼ばれる行政警官あがりの-ツドマ
ンたちだった.彼等の多くは集合的な呪記を受け
たばかりでなく,夜間,焼き打ちを受けた.人々
は,口裏を合わせて, ｢流れ星が落ちた｣のだと
言い張った.キブシギス族の信仰では, ｢本性に
もとる行為をした｣罪人 (8頁参照 )には,神が,
雷や流星を落として制裁を加えるのである.
キブシギス族の間の,集合的な呪誼 と(伝統的･f
な )指導者の権威の属性との相互関係を理解する
には,ペ リステイアニイの重要なインフォマント
であったキブスイオンゴ･アラップ ･テレ/レの事
例を引くのが好都合である.彼は北部にあるベル
ゲー ト地方北部の ｢軍団の リー ダー｣を勤めた後
に行政首長に選ばれ,その職を辞 した後で,伝統
的な ｢助言的裁定者｣に就任 し,人々の声望が高
かった人物である.ペリステイアニイは,次のよ
うに述べている.
アラップ ･テレルは,ここ四年の間に三度,
(高齢の故に, ｢助言的裁定者｣の)職を辞 し
たいと申し出ていたが,その都度,もし(辞職
を拒む )人々の命令に服 しないのなら,チュビ
スイエツト すなわち呪言且を彼の身にかけるぞ
と脅迫され,拒絶された.このことは,偉大な
｢助言的裁定者｣が個人的な権威をもっている
のではなく,近隣組織の代弁者であることを示
している60)
この事例と,その解釈は興味深い.ペリステイ
ア二イは, ｢助言的裁定者｣を人々の代弁者であ
るとするけれども,私は両者の関係を初め,指導
者と一般の人々との関係は,もっと緊張 した括抗
関係にあり,その均衡は,超人的な力としての言
葉を操る,両者に特有の,能力の対抗的な関係に
依存 していたと考えたい.
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戦闘の リー ダーや ｢助言的裁定者｣などの伝統
的な指導者に選ばれるのは,専ら個人的な資質と
業績によるのであり,それらの役職は,一般的に
は特定の氏族や家柄に結び付けられてはいなかっ
た.しかし,これまでにいく人かの指導者の伝承
を詳細に調べた結果,彼等の多くが,他部族から
養取された人物であったり,他部族出身の女性の
息子であったり,他部族の人々が降服 してキブシ
ギス族に編入されて創設した氏族に属 している人
々,すなわち ｢異人｣かそれに近いカテゴリー の
人々であったことがわかった.また,その多くは,
｢本性にもとる行為をする者｣や ｢謎々者｣に類
するカテゴリーにも分類された.予言者は,ナン
ディ族 を経由してキブシギス族に入ってきたウ
アスイン-ギシュ･マサイ族起源のタライ氏族が
独占し,女性の占師も他部族との歴史的繁 りが強
い氏族の者が多い.これらの指導者たちは,それ
ぞれ特定の仕方で,超人的な力である言葉を操る
専門家である.彼等のその能力は,ごく大きく分
類するならば,hat(5-6頁参照 )の概念に結
び付 く.katの中心概念は,端的に言えば,言葉
によって相手に負担を強いることである.
一方,集合的な呪言且(chubisiet)は, 一般の
人々が,犯罪者を制裁すると同時に指導者の権威
を制御するために行使するものだが,人々の先頭
に立って,集合的な呪誼の執行に責任阜もつ氏族
がある.カップチェボイン,カップチェブコルウ
ォル,キバェック,キプサマエックなどの氏族が
それである.このうち,カップチェポコルウォル
氏族は猛禽に対する呪誼に,キプサマエック氏族
は-イエナに対する呪祖にとくに優れると言われ
ている.これら,呪記を得意とする氏族は, ｢舌
の苦い人々｣ と呼ばれる.これらの氏族の多 く
は,起源の古い氏族であり,往々, ｢真のキブシ
ギス族｣と呼ばれることがあヴ,自らもそれに誇
りをもっている.呪訊 (chub)の中心的な概念
は,不当に過剰な負担を強いられた者が,それに
反撃するために,超人的な力である言葉に訴えて
する正当な攻撃である.
以上から,次のような結論を導 くことができる
であろう.キブシギス族の間では,周辺的な人々
の間から指導者が選ばれるが,彼等の能力と資
質は,超人的な力である言葉に訴えて,他人に負
担 を強いる積極的な発話形式であるkatの概念に
結びついている.他方,一般の人々は,超人的な
力に訴えることによって,過剰な負担を強いた者
に反撃する防衛的な発話形式であるchubによ
って指導者の権威を制御する.そして,この能力
は,中心的な氏族が代表 している.超人的な力で
ある言葉を発動するこの二つの相補的でかつ括抗
的な能力を代表する人々の間の,緊張を卒んだ均
衡的な関係によって,キブシギス族の政治がダイ
ナミックに機能 したのである.
以上のような権威構造は,少なくとも,植民地
期の初期から中期には十分に機能 していた.だか
ら,初期の行政首長が,実際に重要でない人々の
間から選ばれたとしても,その事実は,必ずしも
権威構造を根本的に変化させることにはならず,
行政首長制は比較的円滑に受け入れられたのだと
考えられる.やがて,現金経済が浸透 し,土地が
囲い込まれて細分化され,戦士階梯がその機能を
完全に喪失 した後にも,かつての戦闘のリーダー
層や英国アフリカ人ライフル隊で経験を積んだ人
々の間から行政首長や副首長が選ばれた.また,
その退職者が ｢助言的裁定者｣の役職を勤めるこ
とが多く,かくして伝統的な政治構造は,行政首
長制とうまく融合 していった.
今日でも,かつての英国アフリカ人ライフル隊出
身者や,行政警官を勤めていた者から,行政首長,
副首長, ｢近隣組織の長老｣が多く選ばれている
し,部族の慣習法に則って運営される近隣組織の
長老会議はそのまま温存され,国家の法-行政的
な末端機構としてきわめて有効に機能 し続けてい
62)
注
1) Lienhardt,1964,p,69.増田･長島訳,98頁.
2) Gluckman,1956,p.80.吉田訳,142頁.
3) Evans-Pritchard,1947.
4) Manners,1967,p.208.
5) 私の調査は,文部省科学研究費補助金(海外学術
調査)を得て一橋大学が行なった ｢環ヴィクトリア
湖地域のエスノヒストリー 手法による総合社会調
査｣(研究代表 ･長島信弘)の第2次(1979-80
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レンジン語系語族の個々の人口については,公式の
記録が発表されていない,
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と述べている(1939,p.164etal.).だが,彼は,
たとえば 役職 として取るに足 りない祝福師をイニ
シエーションの リー ダーと取 り違え,これを ｢儀礼
の長老｣と言う特定性をもたない一般的な尊称で呼
ぶなど,彼の記述には混乱や誤りが目立つ.彼は,
キブシギス族の社会 ･政治構造を分節的な図式を用
いて過度に一般化する傾向が強い.このためか,小
さな地域にすぎないワルダイを,ベルグ- L,プレ
ティ, ソトの三つの ｢大地域｣と並んで ｢大地域｣
の一つとして数えあげている.また,彼の挙げてい
る一つの ｢大地域｣の大隊の構成戦士数は,当時の
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(1939)は,キブシギス族の社会,文化を全体的に
記述した最初の著作としての意義は大きいが,注意
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12) 小馬,1982a.
13) 逆に,成人がすでにしでかしてしまった所業を,
ある発話形式によって児戯に置きかえて,その破壊
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きを経て詫びを乞うて来た人物を許す言葉は次のよ
うに定式化されている- ｢あの事は児戯(tang'oi)
にしよう.われわれは,かつて児戯をなしたのだ'.
"言葉はない〝(問題はない)｣･
14) 子供の生意気な言葉使いも, ｢呪忍する｣チュブ
(chub)と言 う動詞で表現される.例えば 子供
たちが生意気を言いあうことは, ｢子供たちが呪訳
しあっている｣ と言う･
15) 言葉は,発話にすら必ずしも依存しない力である･
キ7Dシギス族のチュビスイエット(Chubistlet)と
いう概念を,これまでは便宜上,呪訳と訳 してきた
が,チュビスイエットを逆用 して攻撃に用いること
もできる,それ故,チュビスイエットは ｢口による
妖術｣とも呼ばれる.ところで,イニシエーション
の最初の儀礼を受けてからしばらくのFpl,ノヴィス
たちは口を利くことを許されない.この期間,ノヴ
ィスは,口の代わりに身振 りを使って呪誼する(nD
の妖術｣を使 う)と言われる.このことから,キブ
シギス族の間では, ｢言葉｣と言う超人的な力は,
人間が使 う言葉,･一すなわち発話と密接に結びついて
はいるけれども,それ以上の独立した力であること
がわかる. 〃
16) キ7ウシギス族を初め,パラ-ナイル語系の諸言語
では,/g/と/k/とは音韻として有意な対立をなさな
い.従って,gatもkatも音韻的には等値である･
17) 長島,1981,16-17頁.
18) 動詞はnyogat.
19) このような重大な状況では,儀礼的謝罪には,山
羊または羊一頭程度の贈 り物が添えられるのが普通
である▲
20) 因みに,Hilders&Lawrenceは, テ ソ語の
gatに関連する語としてai-gal(呪誼 )とともに
a-gatと言う動詞をあげ,roarの訳をつけているI
a-gatが人間についても用いられるかどうか不明だ
が,用い得るとすれば テソ語のgatも,言葉に訴
えて,他人に何かを強制することが基本的な語義で
あると考えることができるかも知れない.
21) この概念は,nyegemとも言われ,忌み嫌われて
いる.
22) この語は,katam(左 )とも関連する.
23) 小馬,1983b,7頁参風
24) 因みに,スワヒリ語にも,同様に, ｢言葉がない
(問題がない)｣,すなわち‥Hakunamaneno"･
と言 う表現がある.
25) この事件が,キブシギス族がルンブワ族 (Lum-
bwa)と呼ばれ始めた原因だと伝えられている.ス
ワヒl)語では犬を,ンブワ(Tnbwa)と呼ぶからで
ある.因みに,つい最近まで,キプケリオンの町も
ルンブワと呼ばれていた.
26) Manners,oi,.ct't";Ellis,1976;Matson,
1970,1972a,1972b;Ng'eny,1970;Magut,
1961;Chichir-Chuma,1975;Gold,1978;
etal.
27) Manners,oz,.cit"pl321･
28) Korir,1974.
29) Komma,1981,pp･111-113･
30) Orchardsonは, 他部族から自発的にやってき
て,キ70シギス族の慣習に従って暮すようになった
ものをキ70サガリンデットと呼ぶが,養取された者
はそうではないとする(1961,p.9)が,私の調査
では,どちらもキプサガリンデットである.
31) この年齢は,キプコイメットという別名でも知ら
れている.
32) Lang'at,1969,p･85･
33) Manners,09-cit.,p.250･
34) Ibid.p.249.
35) Ibid.pp.2501251.
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36) Lang'at,op.cit.,pp.84-85.
37) Orchardson,op.cit"p.7.
38) Toweett,1979,p.23.
39) 筆者自身の採話による.
40) 筆者自身の採話による.
41) 歴史伝承が伝える策略や論理は,キ70シギス族の
民話で ｢謎々者｣として大活躍する野兎を紡排とさ
せる.
42) Toweett,op.cit"p.13;Lang'at,oi･.cit"
p.86.
43) Orchardson,oi,.cit.,p.6;Orchardson の
いうルルニヤとキプケレスは,それぞれランダニヤ
とキプケテスであると考えられる.
44) この戦役をキブシギス族はモゴリ戦役と,ブシイ
族はサオサオ戦役と呼ぶ.
45) ベルブー ト地方から参加した戦士は,それほど多
くなく,主として略奪部隊に加わっていたと言われ
る.cf.Lang'at,loc.cit.
46) キ70シギス族の伝承では,さらにクリア族の部隊
もブシイ･ルオ連合軍に加わっていたと言う.ただ
し,この点はかなり疑わしい.cJ.Mokambaet
a1.,1974,p.230.
47) Ibid.,p.231.
48) Ibid.
49) Lang'at,o少.cit.,p.87.
50) Kipkorir,1979,p.37.
51) Mokambaeta1.,0少.cit.,p.233_
52) Toweett,op.cit.,p.25.
53) Kipkorirは,キブシギス族と同じくカレンジン
諸族に属するマラクウェット族の出身であるが,ナ
イロビ大学の学生だったキブシギス族の青年をイン
フォマントとして用いた.cf.Kipkorir,oi,.cit.,
"Acknowledgement" .
54) 因みに,アラップ･マキチェの母がブシイ族の女
性であったとする説のほかに,彼自身がブシイ族か
ら養取されたとする伝承もよく聞かれる- cf.
Toweett,loc.cit. 戦闘時に拾われた子供が養取
されるばかりでなく,飢健のときには,両部族の間
で,子供と穀物が交換されていた.他方,成人の養
取は稀だった.いずれにせよ,後者の説を取るなら
ば アラップ･マキチェは ｢異人｣に分類され,彼
のもつ境界性が一層明確になる.
55) 女性の占師は,今日でも,災因を解釈し,また不
幸の原因を除く専門家として重要な社会的存在であ
る,だが,その能力を意図的に悪用して,不幸をも
たらすことを疑われ,恐れられてもいる.私の知 り
合いである占師の一人は,絶望的な窮地に立った者
が身を捨てて行なう｢ソイウェット｣と言う妖術で
攻撃を受けた.
56) 因みに,Toweettは, ブシイ族からキブシギス
族に編入された人々の主要な仕事の一つは鍛治屋だ
ったとしている(o少.cit.,p.66).また,Kendu-
iywaは,オレ･タンギレという.明らかにマサイ
族出身とわかる名前の鍛治師の短い伝記を記 してい
る(1980,pp.27-28).
57) 植民地期初期の行政首長たちも,出身地に関係な
く任地がきめられ,多くの場合自宅を遠 く離れて勤
務 していた･
58) 小鳥 1982a,150頁,●155頁,1983b,89頁.
59) 例えば 私の寓居の近くにある ンダナイ′ト学校で
学校の備品が盗難にあったとき,生徒と全職員が校
庭に集合して,正体のわからない犯人を呪訳した.
犯人は,何時か必ず不幸な死に方をすると信 じられ
ている.
60) Peristiany,oi,.cit.,p.180.
61) 彼等も,新 しいタイプの ｢異人｣であり,イギリ
スの植民地政策のもつ価値や利益とキブシギス族の
伝統文化がもつ価値や利益の媒介者であり,この意
味で境界人であった.
62) Saltman,1981.
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